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全国高等学校ビブリオバトル
兵庫県大会2025を開催しました！
令和７年12月14日(日)に、全国高等学校
ビブリオバトルの兵庫県予選「兵庫県大会２
０２5」(後援：活字文化推進会議、甲南大学
図書館)を開催しました。
大会当日は、甲南大学岡本キャンパスを会
場に総勢３9名の高校生（バトラー）が出場
し、５つのグループに分かれて、まず予選を
行いました。その後、予選を勝ち抜いた５名
による決勝戦を行いチャンプ本を決定しまし
た。
チャンプ本に選ばれた河口茉莉さん（県立
芦屋国際中等教育学校）は2026 年２ 月
８日（日）の「第12回全国高校ビブリオバト
ル決勝大会」（東京都・ＴＡＫＡＮＡＷＡ
ＧＡＴＥＷＡＹ ＣＩＴＹ）に兵庫県の代表として
出場しました。
令和８年度も、ビブリオバトル兵庫県大会
の開催を予定していますので、バトラーや
投票者の皆さまのご参加を心よりお待ちして
おります。
詳細につきましては後日、改めて当館HPで
ご案内します。

チャンプ本 「『同志少女よ、敵を撃て」
（県立芦屋国際中等教育学校 河口茉莉さん）

準チャンプ本 「アドルフに告ぐ」
（県立夢野台高等学校 山本莉紗さん）

「今日未明」
（愛徳学園高等学校 永野まなさん）

「スイッチ 悪意の実験」
（県立長田高等学校 中本杏さん）

「僕には鳥の言葉がわかる」
（県立西宮高等学校 立田漣さん）

※県立図書館で貸し出しできます。

【ビブリオバトルとは】
５名程度のグループを作り、バトラーと呼ばれる紹
介者がそれぞれ５分間でおすすめ本を紹介します。
各バトラーの発表の後に３分程度のディスカッショ
ンを行い、投票で「もっとも読みたくなった本」を
決めるコミュニケーションゲームです。

予選会の様子

決勝の様子

兵庫県の高校生39名が参加しました！



もっと伝えたい
兵庫県立図書館

展示報告

・防災・減災を知り、備えよ常に
（展示期間12/19～2/18）

・1.17は忘れない
                      （展示期間12/19～2/18 ）

イベント・講座実施報告

10/12 明石城まつり in明石公園
１2/4 連続気象講座

「気象庁と学ぶ南海トラフ地震
-いま私たちにできる備え-」

１2/13、14
兵庫旅するキッカケ文庫  in明石公園

２/28  一般講座
「サイバー空間からの危険から身を守るために」

連続気象講座 第２回
「気象庁と学ぶ南海トラフ地震

-いま私たちにできる備え-」
12月4日に神戸地方気象台から講師を招き、連続

気象講座「気象庁と学ぶ南海トラフ地震-いま私たち

にできる備え-」を開催しました。

講師の南海トラフ地震防災官 里見 克彦氏から南

海トラフ地震の仕組みや減災について様々な資料を

用いた講義がなされ

ました。

受講者からは「大

地震がいつ起こる

かわからないからこ

そ備えが大事だと

再認識できた」など

の声が寄せられました。

一般講座（インターネットセキュリティ講座）
「サイバー空間からの危険から

身を守るために」

２月28日に兵庫県警察サイバーセキュリティ・捜査
高度化センター サイバー情報発信室から講師を招き、
一般講座（インターネットセキュリティ講座）「サイバー
空間からの危険から身を守るために」を開催しました。
近年増加しているサポート詐欺や決裁詐欺、闇バイ
ト勧誘などの身近に潜む犯罪について実際の犯罪手
口や実例などを具体的に示しながらお話いただきま
した。
受講者からは「日常
生活で犯罪にあわな
いための対策につい
て学ぶことができた」
などの声が寄せられ
ました。

明石城まつり2025に参加しました！

10月12日に「明石城まつり2025」が明石公園
で行われました。県立図書館はブックリサイクルを行
い、来場者に各自でお好きな本を持って帰っていた
だきました。 今回は約600冊の資料を展示し、たく
さんの方がお持ち帰りになり、大変好評いただきま
した。
またこのようなイベントを行いたいと思っており

ますので、その時
はぜひ立ち寄って
いただきたいと思
います。

   イベントの開催
                                            はHP等でお知ら
                                            せしますのでご確
                                            認をお願いします。

兵庫旅するキッカケ文庫が
明石公園に来ました！

12月13日と14日の２日間で明石公園中央園路
にて移動図書館「兵庫旅するキッカケ文庫」が開催
されました。
「兵庫旅するキッカケ文庫」は、兵庫県にゆかりの
ある人々の「自分の人生を動かした本」が集まる移
動式図書館です。
「キッカケ文庫」は、
本との出会いだけで
なく、様々な楽しみ方
が用意されており、た
くさんの方が楽しまれ
ていました。
県立図書館も子ど
も用の絵本を提供す
ることで協力させてい
ただきました。

ブックリサイクルの様子

講座の様子

兵庫旅するキッカケ文庫ブックバス

(10月～３月の活動報告)

講座の様子



大閲覧室 ～ ５/20

県立図書館に所蔵する刀剣に関
する資料を通して、刀剣の伝統や
文化、歴史を知っていただき、改め
て刀剣の魅力を感じられるよう、ま
た著名な刀工が拵えた逸品など、
刀剣一振り一振りの歴史を辿り、
日本が誇る技術の高さを見直し
てもらえるような展示をしますので、
ぜひご覧ください。

ふるさとひょうご情報室 ～ ５/20

兵庫県はその地形や多様な気
候・風土に育まれた農林水産物か
ら生まれた多種多様な料理があり
ます。これらの郷土料理を兵庫五
国エリアに整理し紹介します。
ぜひご覧ください！

刀剣の魅力

Coming Soon！

● 大閲覧室

5/22 ～ 8/19 県立歴史博物館×兵庫県立図書館

なつかしい乗り物（仮）

● ふるさとひょうご情報室

4/17 ～ 7/15 ひょうごに伝わる妖怪・怪談

兵庫郷土料理めぐり

ふるさとひょうご情報室 ～ 4/１5

「兵庫五国」と呼ばれる兵庫県は、
地域ごとに特色のある酒造りが盛
んです。また、美味しい酒を生み出
すのに必要な「水」・「技」・「酒米」
の３つの条件が揃っています。日本
を代表する丹波杜氏、但馬杜氏、酒
米の王者「兵庫県産山田錦」まで。
兵庫のお酒に関する資料を主に酒
造が盛んな地域に分けて紹介して
います。

大閲覧室 ～ ５/20

明石市立文化博物館で、春季特別展
「はじめてのミュシャ― 変わりゆくミュー
ズへの“まなざし”」が開催されます。
これにあわせて、当館所蔵のミュシャの
絵画を掲載した書籍、ミュシャの画法、
ミュシャの愛した故郷に関連する資料と
ともに、アールヌーヴォーについての本を
展示しますのでぜひご覧ください。

展 示

講座・イベントおよび展示の詳細や参加の
申込み方法については 当館ホームページ
に順次公開します。お楽しみに！

講座・イベント一覧

4月ー 7月 参加無料！

蔵書点検に伴う休館のお知らせ

５/２５（月）～ ６/１（月）の間、
蔵書点検のため休館させていただき
ます。詳しくは、図書館HP、館内ポ
スター等をご覧ください。

★連続歴史講座(全３回)

<占領下の日本>

●日時

第１回 ５月14日（木）

第２回  ６月５日（金）

第３回  ６月11日（木）

●各回 10:30～12:00

●講師：藤井 雅英氏

(元 園田学園大学准教授)

●テーマ

第１回 労働運動の高揚

第２回 独占資本の再生

第３回 サンフランシスコ体制

兵庫県立図書館HP Facebook

Instagram

兵庫県立図書館の

情報はこちらから

X（旧Twitter）

★連続講座(全２回)

ひょうご歴史めぐり（仮）
<田辺眞人先生と学ぶ！

ひょうご五国の歴史 播磨編>

●日時

第１回 ６月21日(日)

13:30～15:00

●講師：田辺 眞人氏

(兵庫津ミュージアム名誉館長)

●内容：五つの国からなる兵庫県

の素晴らしい地域文化等

を学ぶことができます

★はオンライン受講可能講座

ほろよい郷土めぐり

明石市立文化博物館×兵庫県立図書館

アルフォンス・ミュシャの路
～ひたむきな画家のまなざしを追って～



【開館時間】  9：30～18：00

【休 館 日 】  毎週月曜日・毎月第3木曜日・年末年始(12月29日～1月3日)

特別整理期間(令和８年度は５月２５日～６月１日)

【アクセス 】 ○JR明石駅、山陽明石駅で下車、北へ800メートル（明石公園内）       

○当館に専用駐車場はありません。お車でお越しの際は、公園内

または近隣にある有料駐車場をご利用ください。

【ホームページ】 https://www.library.pref.hyogo.lg.jp

兵庫県立図書館 TEL 078-918-3366 /FAX 078-913-9229

                TEL 078-918-3377（調査相談）

県立図書館からのおススメ
職員おススメ本②
『同志少女よ、敵を撃て』

当館請求記号：913.6/5760

著者 ：逢坂 冬馬

出版社：早川書房

出版年：2011.11

戦争は、遠い昔やどこかの国の出来事でしょう

か。

 『同志少女よ、敵を撃て』は、第二次大戦下の

ソ連で、家族を奪われながらも狙撃兵として前線

に立つ少女の姿を描きます。過酷な現実の中で、

彼女が何を信じ、何と向き合ったのか。緊迫した

物語に引き込まれながら、戦争の理不尽さや「生

き抜くこと」の意味を深く考えさせられる一冊で

す。

今、ぜひ手に取ってほしい物語です。

職員おススメ本①
『ゴッホは星空に何を見たか』

当館請求記号：Ⅹ723.3/1003

著者 ：谷口 義明

出版社：光文社新書

出版年：2011.11

２月まで神戸市立博物館で開催されていた「大

ゴッホ展 夜のカフェテラス」が大きな話題を集め

ていました。その熱気の中で手に取ったのが、谷口

義明著『ゴッホは星空に何を見たか』です。

この本の著者は天文学者。ゴッホが描いた《夜の

カフェテラス》《ローヌ川の星月夜》などに広がる

夜空を、科学的に検証し、星空の謎を推理小説のよ

うに解き明かす一冊。

「美」と「事実」の交差から、ゴッホの視線を追

体験してみてはいかがでしょうか。

職員おススメ本④

『外国人居留地と神戸：神戸開港

当館請求記号：216.41/K192

著者 ：田井 玲子
出版社：神戸新聞総合出版センター
出版年：2013.11

神戸は古くから国際港湾都市として栄えていまし
たが、幕末～明治時代に外国人居留地が整備され、
「異国情緒あふれる街」というイメージで知られる
ようになりました。この本では神戸外国人居留地を、
多数の資料・図版で紹介しています。文化・スポー
ツ・商業など幅広い観点から当時の様子をうかがい
知ることができます。
写真や図版を見るだけでも楽しめるほか、巻末の
参考文献を見れば、調べものにも役立つお得な一冊
です。

職員おススメ本③

『やなせたかしの生涯

当館請求記号：913.6/K240

著者 ：梯 久美子
出版社：文春文庫
出版年：2025.3

もう誰でも知っている「アンパンマン」の作者
「やなせたかし」（柳瀬嵩）さん。
アンパンマンがアニメ化されたとき、柳瀬さんは

69歳になっていました。自分の顔を食べさせるア
ンパンマン、そのアンパンマンに込められた彼の
祈りと哲学とは…。小学生時代に柳瀬の『やさし
いライオン』に感動し、柳瀬さんを「ただ一人の
師」と仰ぐ著者が、柳瀬さんのたどってきた人生
をじっくりと丁寧に取りあげていきます。

        
         
         
         
         
         
         
         
         
         
         
         
         

         
         
         

① 利用登録(未発行・
再発行)申込みは
こちらから→

② 当館の蔵書検索は
こちらから→

③ ふるさとがわかるデータ
ベースはこちらから→

★ 下記のQRコードを読み込むと、利用登録や検索等ができます。ぜひご利用ください。

アンパンマンとぼく』 開港150年によせて』

https://www.library.pref.hyogo.lg.jp/
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